
令和元年度北薩地域保健医療圏第２回地域医療構想調整会議（議事概要）

日時：令和元年12月３日（火）午後７～８時３０分

場所：川薩保健所 2階大会議室

出席：委員２０名（代理出席者6名，欠席２名），随行３名，傍聴者12名

(県医師会２名，その他10名）事務局５名 計 40名

議 事

(1) 協議事項

ア 各圏域の公立病院及び公的医療機関等2025プラン対象医療機関・

個別の医療機関の機能別専門部会における協議結果について

・第2回川薩保健医療圏機能別合同部会 【資料１】

（済生会川内病院，川内市医師会立市民病院，伊達病院，おおたクリニック

に係る協議） 久留議長より報告

・第2回出水保健医療圏機能別合同部会 【資料２】

（出水総合医療センター，出水郡医師会立第二病院，來仙医院に係る協議）

來仙委員より報告

イ 圏域の外来医療計画検討内容報告書について

・川薩保健医療圏 外来医療計画検討内容報告書 【資料３】

・出水保健医療圏 外来医療計画検討内容報告書 【資料４】

＜報告及び協議結果＞

アについて

出水及び川薩保健医療圏の機能別専門部会での検討結果がそれぞれ報告され，承認

された。

公立病院及び公的医療機関等については，2025プランについての進捗状況や変更

点などを「個別の医療機関の2025年に向けた計画書」に基づき報告があり，承認さ

れた。

「合意形成後も国の動向や今後検討される定量的基準等を踏まえ，また医療機関に

対して定期的に状況確認を行う中で必要に応じて合意内容の見直し等を検討していく

ことがあり得ること」を前提に７医療機関すべてにおいて，2025年に向けた具体的

な対応方針について合意とする。

イについて

出水及び川薩保健医療圏の外来医療計画検討内容報告書について事務局より説明

し，承認された。



(2) 報告事項

ア 県地域医療構想調整会議病床機能報告における定量的基準について【資料５】

イ 公立・公的医療機関等の診療実績データ分析結果について 【資料６】

アについて

・資料５に基づき報告した。

イについて

・資料６に基づき報告した。

(３) その他

【別添資料】 鹿児島県地域医療介護総合確保基金補助金交付要綱及附属阿久根

看護学校収支予算書・准看護学校収支予算書

＜課題提起＞

・現在，阿久根看護学校は准看護学校と併せて，約2千万円の補助金（地域医療介護

総合確保基金事業）をいただいている。しかし赤字の運営である。

・鹿児島市で養成された看護師は出水地域には就職しない。看護師志望の子ども達も

少なくなってきている。このような中，出水圏域の医療を継続して提供していくため

には人材確保は欠かせない。

・補助金額増額に向け，調整会議の場で議論し働きかけていただきたい。

＜主な意見・質疑＞

・看護師確保については，喫緊の課題であり，医療提供を継続していくためには看護

師確保は不可欠である。

・今回，このような問題提起があったことを県庁担当課へ報告したい。（事務局）

ー 議事終了 ー


